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Report on research

情報戦略レポート

図１　景況DI（食品産業、製造業）および日銀短観の推移
景況DI（食品産業全体）　　　　景況DI（製造業）
日銀短観（全産業・全規模）　　　日銀短観（製造業・全規模）
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（暦年、半期）

食品産業の景況感は、売上高、経常利益、資金繰り
がそろって改善し、調査開始以来、マイナス幅が最も
小さくなりました。先行き2014年下半期も、引き続き改
善の見込みとなっています。

―2014年上半期 食品産業動向調査―

食品企業の
景況は改善基調
輸出・海外展開への

関心高く

景
況
Ｄ
Ｉ
、先
行
き
と
も
上
昇

　

こ
の
調
査
は
食
品
関
係
企
業
の
産
業

動
向
を
見
る
も
の
で
、一
九
九
七
年
よ

り
全
国
の
約
七
〇
〇
〇
社
の
企
業
を
対

象
に
年
二
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、二
〇
一
四
年
上
半
期（
二
〇

一
四
年
七
月
一
日
時
点
）で
の
景
況
感

と
と
も
に
製
商
品
の
志
向
、輸
出
や
海

外
展
開
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

　

景
況
感
を
示
す
景
況
動
向
指
数（
景

況
Ｄ
Ｉ
＝
売
上
高
、経
常
利
益
、資
金
繰

り
の
各
Ｄ
Ｉ
の
平
均
）は
、前
回
調
査

（
一
三
年
下
半
期
）よ
り
〇
・
九
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
▲
二
・
九
ま
で
改
善
し
ま
し

た（
図
１
）。

　

前
回
調
査
に
比
べ
、売
上
高
Ｄ
Ｉ
が

〇
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
九
・
二
と
プ
ラ

ス
値
を
維
持
し
た
こ
と
、経
常
利
益
Ｄ

Ｉ
が
二
・
一
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
▲
一
〇
・

三
に
、資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ
が
〇
・
五
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
▲
七
・
四
に
な
っ
た
こ
と
が

改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、先
行
き
一
四
年
下
半
期
の
景

況
Ｄ
Ｉ
は
、仕
入
価
格
の
上
昇
が
懸
念

さ
れ
る
も
の
の
、売
上
高
Ｄ
Ｉ
と
経
常

利
益
Ｄ
Ｉ
が
改
善
し
、▲
〇
・
六
と
二
・

三
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
改
善
傾
向
が
続

く
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

食
品
産
業
の
先
行
き
に
明
る
さ
が
出

て
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
別
に
景
況
Ｄ
Ｉ
を
み
る

と
、前
回
調
査
で
は
一
〇
地
域
全
て
の

景
況
Ｄ
Ｉ
が
改
善
し
ま
し
た
が
、今
回

は
、南
関
東
、甲
信
越
・
北
陸
、東
海
、近

畿
、中
国
の
五
地
域
で
一
・
一
〜
九
・
〇

ポ
イ
ン
ト
幅
の
上
昇
と
な
り
ま
し
た

（
図
２
）。

　

先
行
き
一
四
年
下
半
期
は
、東
北
、南

関
東
、甲
信
越
・
北
陸
、中
国
、四
国
、九

州
の
六
地
域
で
一
・
八
〜
六
・
五
ポ
イ
ン

ト
幅
で
上
昇
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、業
種
別
で
は
、製
造
業
が
〇
・

一
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
▲
四
・
九
、卸
売
業

が
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
▲
一
・
六
と

な
り
ま
し
た
。ま
た
、小
売
業
は
一
四
・

三
ポ
イ
ン
ト
と
大
幅
に
上
昇
し
た
結
果

プ
ラ
ス
値
に
転
じ
て
六
・
八
、飲
食
業
は

七
・
三
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
も
の
の
五
・

九
と
プ
ラ
ス
値
を
維
持
し
ま
し
た（
図

３
）。

　

先
行
き
一
四
年
下
半
期
は
、製
造
業
、

飲
食
業
で
Ｄ
Ｉ
が
上
昇
す
る
見
通
し
と

な
っ
て
い
ま
す
。

販
売
価
格
Ｄ
Ｉ
は
上
昇

　

仕
入
価
格
Ｄ
Ｉ
は
、前
回
調
査
比
で

一
・
一
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
も
の
の
、六

三
・
八
と
高
水
準
が
続
い
て
い
る
結
果

と
な
り
ま
し
た（
図
４
）。

　

円
安
に
よ
る
輸
入
原
材
料
費
の
高
騰

な
ど
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

先
行
き
一
四
年
下
半
期
は
一
一
・
八

ポ
イ
ン
ト
低
下
な
が
ら
五
二
・
〇
と
、仕

入
価
格
の
上
昇
傾
向
が
今
後
も
続
く
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

販
売
数
量
Ｄ
Ｉ
は
、三
・
五
ポ
イ
ン
ト

低
下
し
▲
二
・
三
に
な
っ
た
も
の
の
、販

売
価
格
Ｄ
Ｉ
が
八
・
三
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
一
八
・
七
と
な
り
、消
費
税
率
の
引
き

上
げ
な
ど
販
売
価
格
の
上
昇
を
反
映
し

た
結
果
と
な
り
ま
し
た（
図
５
）。

　

先
行
き
一
四
年
下
半
期
で
は
販
売
数

量
Ｄ
Ｉ
が
八
・
一
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
五
・

八
に
、販
売
価
格
Ｄ
Ｉ
は
三
・
一
ポ
イ
ン

ト
低
下
す
る
も
の
の
一
五
・
六
と
プ
ラ

ス
値
を
維
持
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

雇
用
判
断
Ｄ
Ｉ
は
、前
回
調
査
よ
り

も
二
・
三
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
一
四
・
五
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図４　仕入価格DIの推移
製造業　　卸売業　　小売業　　飲食業　　食品産業全体
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（注）「仕入価格ＤI」=「上昇」－「低下」　（暦年、半期）

図２　地域別景況DIの推移
2013上半期　　2013下半期　　2014上半期　　2014下半期（見通し）
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図３　業種別景況DIの推移
製造業　　　卸売業　　　小売業　　　飲食業
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図５　販売数量DIおよび販売価格DIの推移
販売数量DI　　　　販売価格DI
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 図６　雇用判断DIと有効求人倍率の推移
雇用判断DI（食品産業全体）　　　雇用判断DI(製造業）
有効求人倍率 
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（暦年、半期）＊有効求人倍率は、新規学卒者を除き、パートタイムを含む。毎年6月、12月の季節調整値。
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図７　設備投資DIの推移 
設備投資DI（食品産業全体）　　　　 設備投資DI（製造業）
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上段は調査時期、(　）内は見通し年　（暦年、半期）
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と
雇
用
の
不
足
感
が
継
続
・
拡
大
す
る

結
果
と
な
り
ま
し
た（
図
６
）。

　

先
行
き
一
四
年
下
半
期
で
は
四
・
八

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
一
九
・
三
と
雇
用
の

不
足
感
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
見
通
し

で
す
。

　

設
備
投
資
Ｄ
Ｉ（
一
四
年
上
半
期
時

点
で
の
一
四
年
通
年
の
設
備
投
資
額
の

見
通
し
）は
、前
回
調
査
に
比
べ
〇
・
二

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
三
・
三
と
プ
ラ
ス
値

の
ま
ま
で
、設
備
投
資
環
境
は
引
き
続

き
改
善
傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

（
図
７
）。

安
全
・
味
重
視
の
商
品
開
発

　

さ
て
、仕
入
価
格
の
上
昇
傾
向
が
続
く

中
で
、食
品
関
係
企
業
に
と
っ
て
今
後

の
主
力
と
な
る
製
商
品
の
開
発
戦
略
を

ど
の
よ
う
な
方
向
に
持
っ
て
い
く
か
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、今
後
伸
び
る
製
商
品
の
志

向（
二
つ
ま
で
回
答
）に
つ
い
て
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
安
全
」志
向
が
四
六
・
九
％
で

最
も
高
く
、「
味
」が
三
二
・
九
％
と
続
い

て
い
ま
す（
Ｐ
18
、図
８
）。

　
「
低
価
格
」は
前
回
調
査（
一
三
年
下

半
期
）よ
り
一
・
二
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
二

五
・
二
％
と
な
り
ま
し
た
。引
き
続
き
減

少
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

一
方
で
、「
味
」は
二
・
一
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
三
二
・
九
％
、「
簡
便
」も
一
・
五
ポ

イ
ン
ト
増
加
し
二
五
・
五
％
と
な
り
ま
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し
た
。な
お
、増
加
傾
向
に
あ
っ
た「
国

産
」は
〇
・
二
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
一
四
・

六
％
と
ほ
ぼ
横
ば
い
に
な
り
ま
し
た
。

輸
出
は
半
数
が
前
向
き
姿
勢

　

今
回
、景
況
調
査
の
ほ
か
に
、輸
出
お

よ
び
海
外
展
開（
海
外
法
人
へ
の
出
資

や
業
務
提
携
、も
し
く
は
海
外
で
の
法

人
・
店
舗
な
ど
の
設
立
）の
取
り
組
み

を
調
査
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、農
林
水
産
物
の
輸
出
状
況
に

つ
い
て
は
、二
〇
・
四
％
の
企
業
が「
既

に
取
り
組
ん
で
い
る
」と
回
答
し
ま
し

た
。「
検
討
ま
た
は
計
画
し
て
い
る
」が

六
・
八
％
で
し
た
。

　

ま
た
、「（
現
時
点
で
）関
心
は
あ
る
が

検
討
し
て
い
な
い
」が
二
三
・
〇
％
で
、

こ
の「
関
心
が
あ
る
」に
重
点
を
置
く
と
、

合
わ
せ
て
五
〇
・
二
％
の
企
業
が
輸
出

に
前
向
き
な
姿
勢
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す（
図
９
）。

　

輸
出
に「
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
」「
検

討
ま
た
は
計
画
し
て
い
る
」と
回
答
し

た
企
業
に
、取
り
組
み
の
方
法
や
形
態

（
複
数
回
答
）を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
商
社

な
ど
の
他
企
業
経
由
に
よ
る
輸
出
」が

八
五
・
三
％
、「
直
接
輸
出
」が
二
八
・
一

％
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
10
）。

　

海
外
展
開
に
つ
い
て
は
、八
・
三
％
の

食
品
関
係
企
業
が「
既
に
取
り
組
ん
で

い
る
」と
回
答
、「
検
討
ま
た
は
計
画
し

て
い
る
」が
四
・
四
％
、「（
現
時
点
で
）検

討
し
て
い
な
い
が
関
心
は
あ
る
」が
二

七
・
四
％
と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
を
合

わ
せ
る
と
四
〇
・
一
％
の
企
業
が
海
外

展
開
に
前
向
き
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た（
図
９
）。

　

海
外
展
開
に「
既
に
取
り
組
ん
で
い

る
」「
検
討
ま
た
は
計
画
し
て
い
る
」と

回
答
し
た
企
業
に
、取
り
組
み
の
方
法

や
形
態（
複
数
回
答
）を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
海
外
法
人
に
出
資
・
業
務
提
携
な
ど
」

が
五
八
・
八
％
と
最
も
多
く
、「
海
外
に

法
人
・
店
舗
な
ど
を
設
立（
販
売
拠
点
）」

が
三
二
・
〇
％
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

「
海
外
に
法
人
・
店
舗
な
ど
を
設
立（
製

造
拠
点
）」は
二
七
・
五
％
と
な
っ
て
い

ま
す（
図
11
）。

　

続
い
て
、輸
出
や
海
外
展
開
に「
既
に

取
り
組
ん
で
い
る
」「
検
討
ま
た
は
計
画

し
て
い
る
」と
回
答
し
た
企
業
に
、そ
の

対
象
国
・
地
域
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
、輸
出
に
お
い
て
は「
香
港
」が
四
七
・

〇
％
と
最
も
多
く
、次
い
で「
台
湾
」が

四
六
・
七
％
、「
米
国
」が
四
一
・
六
％
と

続
き
、「
中
国
」は
三
四
・
五
％
で
第
四
位

と
な
り
ま
し
た（
図
12
）。

　

一
方
、海
外
展
開
で
は
、「
中
国
」が
四

一
・
九
％
と
第
一
位
で
、次
い
で「
米
国
」

が
二
二
・
八
％
、「
台
湾
」と「
タ
イ
」が

二
〇
・
三
％
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し

た（
図
13
）。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、輸
出
と
海
外
展
開

で
は
対
象
国
・
地
域
に
違
い
が
あ
る
こ

　

食
品
関
係
企
業
の
間
で
、ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
成
長
戦
略
に
連
動
し
て
、景
況

感
の
改
善
と
と
も
に
海
外
へ
の
積
極
的

な
輸
出
や
海
外
展
開
を
進
め
る
動
き
が

強
ま
っ
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、

先
行
き
に
明
る
さ
を
与
え
る
と
言
え
そ

う
で
す
。

　

ま
た
、日
本
企
業
が
内
需
に
こ
だ
わ

ら
ず
、む
し
ろ
海
外
展
開
で
業
容
拡
大

を
目
指
そ
う
と
考
え
、食
品
工
場
や
飲

食
店
と
い
っ
た
製
造
・
販
売
拠
点
を
設

立
す
る
動
き
が
強
ま
れ
ば
、日
本
か
ら

の
国
産
食
材
の
輸
出
効
果
も
大
き
く
期

待
で
き
ま
す
。今
後
は
、こ
れ
ら
海
外
展

開
に
向
け
て
人
材
確
保
を
は
じ
め
、さ

ま
ざ
ま
な
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
が
課
題
と

い
え
ま
す
。

 

（
情
報
企
画
部　

澤
野 

敬
一
）

﹇
調
査
要
領
﹈

●
調
査
時
点

　

二
〇
一
四
年
七
月
一
日

●
調
査
方
法

　

 

郵
送
に
よ
り
調
査
票
を
配
布
し
、郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
回
収

●
調
査
対
象

　

 

公
庫
取
引
先
を
含
む
全
国
の
食
品
関
係
企

業（
製
造
業
、卸
売
業
、小
売
業
、飲
食
業
）

七
二
〇
七
社

●
有
効
回
答
数

　

二
九
〇
三
社（
回
答
率
四
〇･

三
％
）

　

 

う
ち
、製
造
業一八
四
三
社
、卸
売
業
七
五
二
社
、

小
売
業
二
三
七
社
、飲
食
業
七
一
社

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

水
産
品
輸
出
が
大
幅
拡
大

　

海
外
展
開
に「
既
に
取
り
組
ん
で
い

る
」「
検
討
ま
た
は
計
画
し
て
い
る
」と

回
答
し
た
企
業
に
、海
外
の
法
人
や
店

舗
な
ど
で
国
産
農
林
水
産
物
を
使
用
も

し
く
は
販
売
し
て
い
る
か
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、使
用
・
販
売
し
て
い
る
と
回
答

し
た
企
業
は
三
二
・
九
％
あ
り
ま
し
た

（
図
14
）。

　

使
用
も
し
く
は
販
売
し
て
い
る
農
林

水
産
物
の
品
目
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
水

産
品
」が
三
〇・九
％
と
第
一
位
と
な
り
、

「
酒
」は
二
一
・
六
％
で
第
二
位
、次
い
で

「
し
ょ
う
ゆ
・
み
そ
」が
一
四
・
四
％
、「
日

本
茶
」が
一
二
・
四
％
、「
コ
メ
」と「
野

菜
」が
一
〇
・
三
％
と
な
り
ま
し
た
。（
図

15
）。

　

同
じ
質
問
を
し
た
一
三
年
上
半
期
の

調
査
で
は「
酒
」が
一
九
・
五
％
で
最
も

多
く
、次
い
で「
水
産
品
」と「
し
ょ
う
ゆ
・

み
そ
」が
一
七
・
一
％
、「
日
本
茶
」が
一

四
・
六
％
、「
畜
産
品（
精
肉
を
含
む
）」が

七
・
三
％
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
間
で「
水
産
品
」が
大
幅
に

拡
大
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。政
府

の
輸
出
拡
大
戦
略
が
プ
ラ
ス
に
働
き
、

ホ
タ
テ
貝
な
ど
の
輸
出
が
増
え
、日
本

の
水
産
物
輸
出
額
が
昨
年
度
比
三
割
増

と
な
っ
た
結
果
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
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Report on research

図12　「輸出」における対象国・地域
　 　　（複数回答・上位10位まで掲載）

図14　海外の法人、店舗などでの国産農林水産物の
　 　　使用・販売の有無

図15　海外で使用・販売している国産農林水産物の品目
　 　　（３つまで回答）

マレーシア
オーストラリア

ベトナム
韓国
タイ

シンガポール
中国
米国
台湾
香港

0 10 20 30 40 50 60％

図13　「海外展開」における対象国・地域
　 　　（複数回答・上位10位まで掲載）

マレーシア
韓国

インドネシア
ベトナム

シンガポール
香港
タイ
台湾
米国
中国
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32.9 67.1

あり　　　なし

0 5 10 15 20 25 30 35 40％

その他

牛乳・乳製品

畜産品　　
（精肉を含む）

果物

野菜

コメ

日本茶

しょうゆ・みそ

酒

水産品

2013年上半期　　　　2014年上半期

図９　「輸出」および「海外展開」への取り組み状況

図10　「輸出」への取り組み方法（複数回答）

0 10 20 30 40 50 60％

20.4

6.8

23.0
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2.5
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54.4
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28.1

85.3商社などの他企業
経由による輸出　

直接輸出

図11　「海外展開」への取り組み方法（複数回答）
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海外に法人・店舗など
を設立（製造拠点）　

海外に法人・店舗など
を設立（販売拠点）　

海外法人に出資・
業務提携など　 58.8
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関心がない

検討したが、
断念した　

取り組んでいたが、
現在はしていない

関心はあるが、
検討していない

検討または　
計画している

既に取り　
組んでいる

輸出　　　　海外展開

図８　今後伸びる製商品の志向（2つまで回答）
2012上半期　　　2012下半期　　　2013上半期
2013下半期　　　2014上半期
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